
50年にわたる
現地の人達との付き合いを通して

感じるインドネシア
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自己紹介
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1975/4～1981/6 ヤマハ㈱入社 インドネシア工場立上支援分野配属

1981/6～1987/3 インドネシア工場生産課長 電子鍵盤楽器の組立生産

1987/3～1995/7 インドネシア工場長 電子楽器、ピアノ、ギターの輸出拠点化

1995/7～2005/3 帰国、インドネシアを普及品の生産拠点化するプロジェクト

2005/3～現在 ヤマハ退職、インドネシア進出サポートコンサルタントとして独立

  インドネシア語翻訳・通訳

静岡大学客員教授、専修大学客員講師

独立行政法人日本貿易振興機構(JETRO)専門家

独立行政法人 中小企業基盤整備機構アドバイザー

一般社団法人海外事業支援センター(OBAC)アドバイザー

一般財団法人海外産業人材育成協会（AOTS）講師

一般社団法人日本インドネシアビジネス協会(ABJI)理事

などを経歴し、これまでのインドネシア進出支援企業数は約100社
インドネシアと
の関わりも51年
になりました



セミナー要旨
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• 楽器製造会社に入社して直ぐに、立上準備中であったインドネシア工
場の支援担当となりました。

• その後には15年間の現駐在を経験し、帰国後暫くして早期退職した後

は、中小企業のインドネシア進出支援コンサルタントとしての個人事業
を営んで来ました。

• 入社直後にインドネシアの仕事に関わって以来、早いもので50年が過
ぎました。

• この間、多くのインドネシア人と付き合うことが出来たのですが、その
人達を通して、インドネシアを考え、感じ、そして理解する機会を与えら
れました。

• このセミナーでは、これからインドネシアで仕事をする日本人のために
お役に立てることを願って、私の経験を語ってみます。
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1. 侍のような将軍
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私がインドネシアに赴任した時の、インドネシア側のビジネスパートナーは、
元警察軍大将で長官を務めた人物でした（現在の国家警察はスハルト時代
までは陸軍、海軍、空軍と並ぶ警察軍でした）。

氏は旧日本軍の教育を受けた軍人で、清廉潔白な生き方は当時から有名
だったそうですが、その佇まいはまるで、時代劇から抜け出して来た侍のような
感じでした。

その信念が、軍事独裁政権の下で、一族とその取り巻きが富を独占する、スハルト大統領批判の先
鋒となり、引退後は反体制派の首謀として、自宅軟禁状態に置かれた時期もありました。

本来であれば、警察軍長官と言う立場を利用して、巨万の富を築くことも出来たはずなのに、ジャカル
タ市内の一等地ではあるものの、古く雨漏りのする家と僅かばかりの恩給で、慎ましく暮らす姿には
感銘していました。

現在でも不正や汚職が絶えない国家警察は、その倫理感の立て直しの目的で、氏の名前を冠した『フ
ゲン賞』を設け、国家警察の中で倫理的に評価される警察官を、毎年選考し表彰しています。

スカルノハッタ空港の国内線到着ロビーの壁には、スカルノ初代大統領など、インドネシア建国に貢
献した数百名の人物の写真が掲載されていますが、フゲン将軍の写真もその中に入っています。

フゲン将軍とは時々お会いする機会がありましたが、日本では叶わない、旧日本軍の優れた部分を
感じることが出来ました。



2. セレブを地で行く二代目

7

前述の将軍が実質的にパートナーでしたが、実務上はまだ大学生であった長男がビジネスパート
ナーとなり、最近まで半世紀にわたりその責務を負っていました。

彼は母方の祖母がオランダ人で、父方の祖父はインドネシア人では珍しい大柄だったそうで、身
は190cmくらいで、少し西洋風の顔付をした美男子でした。

父方の祖父は、正義感と反骨精神の強い人だったらしく、オランダ植民地政府に徹底反抗し、獄中死
を遂げた聴いています。

それでも、間違いなく彼はインドネシア社会の貴族階級に属する人物で、付き合っている人達もその
ような部類だったと記憶しています。

私が30代後半で、彼が40代前半の頃に、私が付添として、二人でヨーロッパ各地を回ったことがあり
ました。

二週間の旅行期間中には、彼の天真爛漫な本性を見ることが多く、その反面、礼儀正しく知性的な面
も見せられ、誇り高きインドネシア人とはこのような人かと感じ入りました。

確かに、職場においても泰然した姿は、インドネシア人の社員からは、尊敬と畏敬の念を持って見ら
れていたようです。



3. 親日家で日本通の取締役
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インドネシア人の取締役で、大番頭的な年配の人物が居ました。

戦後間もない頃は、インドネシア政府の代表機関の一員として、家族と一緒に永年東京に滞在してい
たらしく、日本語もそこそこ話せる人でした。

本人曰く、こよなく日本を愛しているとのことで、『一姫二太郎』と紹介していた子供達の名前も、何とな
く日本風のものでした。

社員の中には、インドネシア民族主義に染まった者も居たようで、日本人駐在員を敵視するよう動きも
あったと聞いていますが、そんな時はこの人物が上手く収めていたようです。

しかし、温厚なだけではなく、時々インドネシア人社員を集めて訓示を垂れていましたが、大番頭らしく、
結構厳しいことを口にしていたことを覚えています。

一度家族で自宅に招かれたことがあるのですが、瀟洒な一軒家の門を入ると、ベランダに数人の男た
ちが佇んでいるので、彼らは親戚かと聴いたところ、彼らはそのように言っているが、自分は知らない
との返事でした。

覚えたてのジャワの文化、相互扶助（ゴトンロヨン）とはこの様なことを言うのかと、少し納得した気分
になりました。



4. 本心が読めないジャワ人の部長
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経理と総務を担当していたジャワ人の部長は、家庭の事情で大学を中退した苦労人で、いつも難しい
顔をしており、インドネシア人の社員にとっては怖い存在で、それが労務管理の要の様になっていまし
た。

日本人に対しても言うべきことは物申すタイプで、それがインドネシア人社員からも、一目置かれる存
在になっていたものと思われます。

その反面、インドネシア人社員が何か問題を起こした場合は、その理由如何では温情主義を取ること
もあり、それに対してあまり反対すると、最後は民族主義的な面影を見せることもありました。

彼も前述のフゲン将軍を尊敬しており、時の政権の政府高官や特権階級による、汚職・共謀・縁故主
義（インドネシア語のKorupsi, Kolusi, Nepotismeの頭文字を取ってKKNと呼ばれる）を忌み嫌っていまし

たが、当時の輸入通関や許認可取得の際の袖の下は必要悪として、何の抵抗もなく処理し、それに
異論を挟む日本人に対しては、不快感を露にしていました。

日本人にも本音と建前と言うものはありますが、人一倍無口な彼の場合は、何が本音で何が建前な
のか、良く分からないことが多くありました。

ただ、彼の実家や、後年苦労して手に入れた自宅を訪問した際に垣間見た、その質素な暮らし振りが、
彼の本心を語っているように感じました。



5. 出世頭の苦労人
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私とほぼ同年代の彼は、工場設立当時からの、鍵盤ハーモニカの組立作業員として勤務していました。

前任者からは、彼はインドネシアでは御法度になっている、共産主義に傾倒しているから要注意であ
ると言われたのですが、真面目な働きぶりと、正直な性格は高く評価出来ました。

その後、ピアノを現地生産することが決まり、その部門の幹部候補の四人中の一人として、一年間の
日本研修に派遣することになりました。

派遣前の半年間の日本語特訓でも覚えが速く、研修を終えて戻って来た時には、生産のための知識
や技能は勿論、日本語もしっかりと習得していました。

ピアノの現地生産においては現場のトップとして作業者をまとめ、日本から応援のために派遣された、
技術指導者達のフォローにも気配りを見せていました。

私が帰国した後も、工場の規模は大きくなりつ続けたようですが、生産拠点を中国に集約するために、
残念ながらインドネシアの工場は閉じることになり、彼は副社長にまで昇格して職務を終えたようです。

私生活の面では、肺結核で余命何年と宣告されたり、離婚問題（結果的にしなかった）に悩まされたり
していましたが、職場ではいつも飄々としていた姿が思い出されます。



6. 労働組合委員長
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当時はまだスハルト政権下で、労働組合活動も抑制されたものでしたが、組合が結成される企業が
徐々に増えている状況でした。

私が勤務していた工場も例外ではなく、数百名の従業員からは、労働組合を結成したいとの声が上
がって来ました。

この工場では、以前から労働組合結成に備えて、従業員代表との定期的な会合を、労使協議会と称
して開催していたのですが、当時の従業員代表は、同僚に対する面倒見が良くて、生活協同組合の
設立と運営を主導していた、古株の従業員が初代の労働組合委員長に選出されました。

彼は人間的に温厚で、愛社精神も強かったせいか、会社側の話を良く聴いてくれて、労使関係は順調
に推移していました。

しかし、組合員の中にはそれに不満を持つ者もおり、次期委員長には会社に対して反抗的で、事ある
度に労働組合の上部組織をバックに、闘争を仕掛けて来る厄介な人間でした。

ところが驚いたことに、私が帰国して暫くしてから、本人からのメールが届き、当時は組合活動を通じ
て色々と迷惑をかけ、不快な思いをさせたことを後悔しているとの文面でした。

聞く所によると、彼は組合活動を終えてからは職務に励み、それが会社に認められて、幹部に昇進し
たとのことで、日本でも良く耳にする話だと感じました。



7. 催事で張り切る親分
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彼は工場設立時入社の一期生で、自己主張が強く、存在感のある親分肌の人間でした。

ある一つの生産職場のリーダーを務めていて、現場の統率力も評価されていました。

しかし彼が最も張り切ったのは、社内旅行やスポーツ大会の実行委員長として仕切っている時で、開
催当日は手に持ったマイクを放さず、司会進行に夢中になるのが常でした。

社内の消防隊を組織した際には、彼を隊長に任命したのですが、実戦さながらの消火訓練おいては、
その手裁きの良さには感心したものでした。

私の帰国の際には、幹部社員達と計らい、高原のキャンプ場で、家族も含めた一泊二日の送別会を
催してくれたことは、一生の思い出となりました。

赴任当初は、歳が近いこともあり、無言の反発も感じられたのですが、時間が経つにつれ、良き右腕
となり支えてくれました。

元々は生産現場の出身ですが、定年前には数千人規模の工場の、総務部長として全社員の統率に
尽力していたと聴いています。



8. 反省した者に寛容な罰則
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インドネシア工場に勤務期間中は、就業規則に違反し、解雇された社員が何人かいました。

当時不思議に思ったのは、解雇された後の人間と現役の社員との関係でした。

会社の金を盗んだことで解雇されたある人間は、一年くらい経ったところで会社を訪ねて来たのです
が、多くの社員は彼を歓迎し、近況を尋ねたりしていました。

不思議に思った私は、インドネシア人の幹部社員にそのことを問い質してみたのですが、彼の場合は
深く反省し、今は真っ当な仕事に就いているので、イスラムの教えに基づいて許されるとのことでした。

他の人間についてはどうなのかと、ついでに聴いてみたところ、彼らは自分のことを正当化し、会社側
が間違っていると主張し続けているため、許すことは出来ないとのことでした。

私はイスラム教徒ではなく、アル・クールアンを理解している訳ではありませんが、一日五回の礼拝で
は神に懺悔をし、年に一回の断食では、一年間に犯した過ちからの禊をすると、聞かされたことがあり
ます。

私は赴任した一年後に、現場で遊んでいた作業者を殴り、大問題になったことがあるのですが、全従
業員の前で謝罪し、殴った相手と和解した後は、それまでとは全く違う寛容な扱いを受けるようになっ
た体験があります。



9. 日本人的な印象を与える二人
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私が赴任する以前に、現側パートナーとの間に諍いが起こり、最終的にはパートナーを替えることに
なったようです。

その諍いの間に、パートナーが全従業員に対して、仕事を放棄するように指示したらしいのですが、
前述の総務部長と、他に二人の従業員がそれに従わず、仕事を続けたとのことです。

この二人に共通していることは、非常に温厚で遠慮深く、そして正直で真面目に仕事に取り組むことで
した。

その日本人のような姿勢と働きぶりは、その後も日本人から好感を持たれ、現地工場の要職に就い
て、インドネシア人の部下達の育成に励んでいたようです。

両名は、日本から出張で来ていたベテラン技能工にも愛され、あたかも師匠と弟子のような姿で接し
ていたのを覚えています。

その姿を見て、もし日本国内で伝統技能を引き継ぐ若者が居ない場合は、インドネシアの若者がその
代わりになり得ると確信した次第です。



10.我が道を行く古株スタッフ
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工場の輸出入手続きを担当していたスタッフは、前の会社でも同様の仕事をしていたそうですが、仕
事も私生活もマイペースで、のんびりと生きている感じの人間でした。

乙仲業者を介して税関との折衝をすることが多く、特に当時は税関は汚職の温床と言われていた通り、
一件の輸入承認を得るために、35ヵ所の部署で書類に署名をしてもらう必要があり、その全ての所で
賄賂を要求されていました。

当然、税関から領収書など貰えるはずもなく、仕方なく件の乙仲から架空の領収書を発行してもらい、
社内の経理処理を済ましていました。

そのことから、この担当スタッフは、裏でキックバックを貰っているのではないか、との疑いを持たれて
おり、人事評価にも悪い影響を与えていました。

しかし、その私生活を見る限りにおいては、多くない給与に見合った生活を送っているようで、私腹を
肥やしているとは思えませんでした。

本人はそんな疑いや人事評価には無頓着の様子で、毎日足蹴く税関に通っていました。
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1. 兎に角マメな営業マン
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彼の人物は、大手の段ボール箱メーカーの営業マンとして、当社との取引を担当していました。

この会社はご多分に漏れず、華僑資本の会社で、経営陣は皆華僑で、彼自身も華僑でした。

当時既に初老の雰囲気でしたが、頻繁に訪ねて来ては、取引の確認や苦情相談に熱心に話をしてい
る姿を覚えています。

彼は会社の株は持っていないと聴いていましたので、サラリーマンだったと思いますが、まるで零細企
業のオーナー社長が、自ら営業活動をしているような姿は独特のものでした。

後年、とある事業に関わった華僑の人物が居たのですが、やはり株は持っていないけれど、恰もオー
ナー社長の如く営業活動を展開していました。

聴いてみると、その会社とは出来高給の雇用契約を結んでおり、基本給は少ないが、販売実績にリン
クした報酬を得ているとのことで、家族と高級マンションに住み、毎日自家用車で顧客巡りをする生活
を送っているとのことでした。

確かめる機会は無かったのですが、件の段ボール箱メーカーの営業マンも、恐らく似た様な雇用契約
で働いていたのではないかと想像しています。



2. 最新鋭加工機械オタクの社長
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梱包用の緩衝材である発泡スチロールの成型や、金属部品の加工を外注していた会社のオーナー
社長は、兎に角、加工機械をいじるのが好きでした。

毎年のようにドイツで開催される産業機械展を訪れては、最新の自動機械を買って帰るのが、人生の
喜びの様でした。

新しい機械が入荷すると必ず、見に来て欲しいと懇願され、仕方なく行って見ると、新しい玩具を手に
入れた子供の様にはしゃいで、自分で操作しては悦に浸っているのでした。

しかし、その機械を活用出来る新たな仕事が欲しいと、しつこくせがまれるのには閉口しました。

息子をアメリカに留学させ、帰国後は親子で力を合わせて事業拡大に励んでいたらしいのですが、孫
を事故で亡くしてからは仕事も生活も失念してしまい、会社も畳んでしまったと風の頼りに聴きました。

子供の様な表情で、新しい仕事の話をする姿を、今でも鮮明に覚えています。



3. 独楽鼠の様な工場長
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合板に化粧シートを貼り、その上に透明な樹脂を塗る工程を外注していた会社の工場長は、オーナー
である華僑一族の親戚と聴いていました。

見たところは初老の男性でしたが、小柄で痩せた体によれよれのシャツを着て、サンダル履きで工場
の中を早足で動き回っているのが常でした。

取引の話はオーナー社長とするので、彼との用事は専ら品質問題と、新製品の打合せでした。

彼との打ち合わせは、会議室や事務所で行うことはほぼ皆無で、生産現場で現物と機械を見ながら
の議論でした。

現場・現物・現実の三現主義からしてみれば当たり前のことですが、ここまで徹底して三現主義を体現
している人物は他には居ませんでした。

兎に角、現場を動き回るのが癖になっている人で、一ヵ所に一時もじっとして居ないため、用事があっ
て訪ねて行った時も、摑まえるのに苦労したことを覚えています。

華僑と言うと、普通は商売上手なイメージを抱きますが、私の周りにはものつくりに嵌っている華僑も
結構いました。



4. 釣りキチのオーナー社長
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ある外注先のオーナー社長は二代目で、私より少し年上の華僑でした。

彼の代になってから、事業の多角化を進め、製造業から金融業、そして海外での不動産業を営んで
いました。

歳も近かったことがあり、個人的にも結構親しくなり、彼の道楽である海釣りに、何回か誘われて行き
ました。

小さな木造漁船を改造した釣り船に、大馬力の船外機を4機も載せ、ジャカルタの漁港を出ると猛ス
ピードで釣り場を目指しました。

釣り場の深度20mくらいの海底には、今では見られくなった人力タクシー“ベチャ”を何台も沈めてあり、
それが魚の巣となるのだと教えてくれました。

昼になると、近くの珊瑚礁に囲まれた小さな無人島で、釣れたばかりの魚を蒸し焼きにして、冷えた
ビールを楽しむと言う、南国の楽園を絵にしたような楽しい時間を与えてくれました。

日本に帰国すると伝えた際には、バブルが弾けた日本に帰っても良いことは無いから、自分のところ
で一緒に仕事をしないかと誘われたのですが、残念ながらそれには応えられませんでした。

もしあの時インドネシアに残る道を選んでいれば、その後どんな人生を送っていたのだろうと、時々空
想に浸っています。



5. オーナー夫婦の役割分担
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ピアノの現地生産を始めた頃は、鋳物のフレームを近くの外注工場で作り始めました。

昔ながらの鋳物工場で、電気炉から取り出した溶けた鋳鉄を、裸足の作業者が柄杓で砂型に流し込
む風景は、見ていてハラハラするものでした。

その工場を仕切っていたのは、華僑のオーナーの奥さんで、娘婿が右腕として現場を管理していまし
た。

いつも薄手のワンピースを着て、鋳造現場に入ってあれこれと指示をする姿は、日本では中々見られ
ないと思いますが、インドネシアでは全く違和感が無いのが不思議でした。

オーナー社長のご主人が向上に姿を見せることはほとんど無いため、一度会食の機会があったので、
普段は何をしているのかと尋ねてみました。

日焼けでインドネシア人以上に黒い顔をしていた社長曰く、私の役割は、毎日のように政府高官をゴ
ルフに接待して、政府関係の仕事を取って来ることだとのことでした。

週末にゴルフをするのは楽しいけれど、毎日となると結構大変だとも話していましたが、文句を言わず
に働けと、奥さんに叱られていました。



6. 人脈自慢の割には
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インドネシアで初めてある樹脂製品の現地化を始めた時に、加工先に選んだのは、先代から事業を
受け継いできたある華僑の会社でした。

彼は若い時に、樹脂原料を取り扱う日本の大手企業で修行をしたと自慢しており、そこのオーナー社
長とも懇意にしているから、自分と取引をすれば全く心配は要らないと大見得を切りました。

しかし、いざ現地での加工が始まると、品質問題が続出したのですが、その社長曰く、これは日本から
の原料が問題なので、自分から日本の社長に厳しく注意しておくから、心配することは無いとの対応
でした。

その間に何度かその会社を訪問して、社長を入れて対応策を議論したのですが、現場に出て確認す
ることを全くしないことに不信感が募りました。

挙句の果てに、多少品質に問題があっても使うべきだと、理解不能なことを主張されたのを契機に、
外注委託契約を解消し、別の外注に切り替えました。

事務所棟は立派で、社長室には豪華な家具が設えており、日本の会社の社長と一緒に映った大きな
写真が、壁に掛けられていたのですが、何かそのことに胡坐をかいていたような人でした。



7. 人生を楽しむ元ボクサー
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インドネシアでギターを生産することを決めて、最初に始めたことは、当時から既にギターを作ってい
る地場の会社を調査することでした。

スペインでギター作りのマイスター資格を得た専門家に同行してもらい、三社ほど訪問したのですが、
その専門家が強い関心を持ったのは、数名の作業者で手作りのギターを作っている小さな工房でした。

オーナーは元ボクサーとのことで、逞しい体をしていましたが、逆に常に笑顔を絶やさない人で、歌を
口ずさみながら作業をしている様子は、仕事を楽しみながら人生を送っているようで、羨ましい限りで
した。

ギターの作り方は、外国の雑誌を見て学んだとのことですが、その作業上の工夫には件の専門家も
感心していました。

出来上がったギターをオンボロのトラックに積み込んで、数時間かけてジャカルタの楽器店に持ち込
む時も、如何にも楽しそうに歌っていました。

一流品とは言えないまでも、輸入品に比べて一桁安い、低価格帯の現地製ギターの中では、最も人
気があると言われていました。

南国の楽園とは、気候や地勢だけでなく、人間の生き方にも存在するのだと感じました。



8. 四人の妻に囲まれた社長
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当時は輸入通関をローカルの乙仲に委託していました。

私が会った頃のその会社のオーナー社長は、既にかなりの高齢でした。

その会社の設立何周年だったか覚えていませんが、盛大なパーティーが開催され、私も駐在していた
現地法人の代表として招待されました。

広い会場には8人前後が座れるテーブルが沢山ありましたが、前方のテーブルに年代の異なるご婦
人が4人座っているのが気になり、その会社の幹部で我が社の担当である人間に問い質してみました。

彼の説明によると、一番高齢の60歳代の老婦人が第一夫人、その隣の少し若い50歳代の婦人が第
二婦人、40歳代の夫人が第三夫人、そして一番若そうな30歳代の婦人が第四夫人とのことでした。

イスラムの戒律によれば、第一夫人の許しが得られれば、四人まで持つことが可能ですが、待遇は全
ての面で同じでなくてはならないと聴いていましたが、この四人の夫人は、敷地の中に夫々の家を与
えられ、同等な暮らし振りを保証されているとのことでした。

そのためか、一つのテーブルを囲んだ四人のご婦人たちは、まるで血の繋がった親子のように、楽し
そうに食事を楽しんでいました。

しかし、あの四人のご婦人たちを同等に処遇すると言うのは、実際は大変だろうなと感じました。



9. 結婚式で分かる金持ち
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業務提携をしたインドネシア側の会社の、オーナー社長の息子が結婚するとのことで、ジャカルタでの
披露宴に招待されました。

この会社は色々な事業を手掛けていましたが、地味な分野のため、華僑とは言っても富豪とまでは言
えないと思っていました。

しかし、結婚式の会場は、ジャカルタでもトップクラスのホテルで、そこのボールルームとその周辺の
施設を貸切った、大規模なものでした。

招待客は数千人に上り、インドネシア国内だけでなく、諸外国からも参列者がたくさん駆け付けており、
インドネシア政府高官も数多く参加していました。

後で分かったのですが、この一族は政府によるインフラ工事に広く関わっており、それらに必要な材料
を海外から輸入する案件について、人脈を通じてその権利を一手に引き受けていたそうです。

インドネシアの文化とも言えるKKN（汚職・共謀・縁故主義）を上手く活用しているのかもしれませんが、
普段目にする仕事振りからは、想像付かない世界があることを実感しました。



10.学歴と職歴は当てにならない
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現地工場の建設工事が進み、操業準備に入った頃、日本の社長が工場長候補が見付かったと言っ
て連れて来ました。

その人物は、以前から頼りにしているインドネシア人から紹介されたとのことでしたが、インドネシアの
トップの工科大学を卒業し、自動車産業を始めとする、三大華僑財閥の会社で永く働いていた経歴が
ある聴き、大いに期待しました。

しかし、操業開始に必要な部材や、機械設備の調達のような実務はほとんど無関心で、何やら難しい
工学理論を提案して来ることが多いため、周囲の関係者は閉口してしまいました。

一方で、以前勤めていた財閥企業とに比べて給与が低いと、紹介してくれたインドネシア人に不満を
述べ、そのインドネシア人から不足分を個人的に補填してもらっていたことが後日判明しました。

そんなゴタゴタもあり、結局インドネシアでの事業は断念しましたが、学歴と職歴に騙されたのが、最
大の敗因と感じています。



最新のインドネシア情報はこちらから
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インドネシア進出サポート公式サイト
https://www.hmkt.jp/
インドネシア進出準備から撤退までの要点を簡潔にまとめたサイトです。
毎月1日発行のメルマガのバックナンバーも掲載しています。
（Googleトップランキング）

インドネシア最新情報ブログ
https://per-inc.com/blog/
あらゆる分野での情報を毎日、どんなメディアよりも早く紹介しています。

インドネシア進出サポートウエブセミナー
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
公式サイトに掲載されたセミナースライドサンプルの中から、ダウンロード件数の多い
もの順に音声解説付きのスライドをアップロードしています。
インドネシア週刊ニュースダイジェストも毎週月曜日に発信しています。

愛する二つの祖国である、日本とインドネシアの発展のため、
全てのコンテンツは無料で公開されています

https://www.hmkt.jp/
https://www.hmkt.jp/
https://per-inc.com/blog/
https://per-inc.com/blog/
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
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ご清聴ありがとうございました
ここからは質疑応答です
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